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第１回湯沢市総合教育会議 議事録 要旨 

日 時：平成30年11月27日（火） 

午前９時～午前10時 

場 所：本庁舎４階 会議室41 

 

＜開  会＞ 

 

総務課長 湯沢市総合教育会議を開催いたします。はじめに、市長から御

挨拶を申し上げます。 

市長 湯沢市総合教育会議の開催にあたり、教育委員の皆様に御出席

いただきありがとうございます。本市教育行政の推進に当たり

御尽力いただいていることに感謝申し上げます。 

この会議は、市長と教育委員会が対等な関係で協議・調整する

場として、設置が義務付けられたものであります。今回の会議

では、平成31年度の本市教育行政の取組について御協議いただ

きますので、よろしくお願いします。 

総務課長 続きまして教育長から御挨拶を申し上げます。 

教育長 湯沢市総合教育会議を開催いただき、ありがとうございます。

教育委員会としましては、市民の皆様の御理解と御協力をいた

だき、関係各課と連携を図りながら各種事業に取り組んでおり

ます。また、市長が策定しました教育大綱の基本理念に基づ

き、子供から大人まで学習を通して、湯沢市を広く、深く知

り、湯沢市に誇りを持って生活できるよう今後も取り組んでま

いりたいと思います。 

市長の考えや委員の皆様の御意見を来年度の事業に生かしてい

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

総務課長 ありがとうございました。それでは案件に入ります。これから

の進行につきましては、市長にお願いいたします。 

市長 案件(1)「平成31年度の主な取組予定について」、教育総務課

から説明をお願いします。 

教育総務課長 （資料に基づき説明） 
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市長 教育総務課の説明に対して、御質問等ございませんか。 

佐藤委員 小中学校のエアコン整備については、大規模な事業になると思

いますが、快適な学習環境の整備のために、せび進めてほしい

です。 

後藤委員 給食用食器漆器導入事業につきまして、これまでも漆器を食器

に導入しようという声がありましたが、高価であることや使用

後の処理が困難で、二の足を踏んできたと聞いております。子

供たちが本物に触れる機会であり、検証結果を期待しておりま

す。 

市長 以前、稲川地域の学校でお椀や箸を使用していました。学校給

食センターがリニューアルし、洗浄機での対応が心配されてお

りましたので、この度検証することになりました。 

教育長 秋田県漆器工業協同組合と連携し、検証することになりまし

た。成功を願っております。 

市長 小中学校へのエアコン整備につきましては、電気工事が必要と

なるなど、全体的な経費を調査しながら、全校への整備を計画

しております。 

次に、学校教育課から説明お願いします。 

学校教育課長 （資料に基づき説明） 

市長 学校教育課の説明に対して、御質問等ございませんか。 

芳賀委員 コミュニティ・スクールにつきまして、学校の統廃合が進み、

地域に学校がないところが出てきました。学校は地域の文化の

核となっていましたが、失われてきています。そのため、コ

ミュニティ・スクールが全国的に始まり、秋田県も進んでおり

ます。学校の統合により、学区のエリアが広がっているので、

学校で行われていることが見えなかったり、学校への意見が届

かないなどの課題が出てきました。その解決策の一つとして、

地域の方々に学校を知ってもらい、学校づくりの提案を出して

いただくことがコミュニティ・スクールになります。湯沢市で

は協働のまちづくりに取り組まれていることから、コミュニ

ティ・スクールは「協働の学校づくり」と言える取組でありま
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す。ぜひ、各小中学校でのコミュニティ・スクール化を進めら

れ、地域とともにある学校を取り戻したく、制度を理解され、

推進してほしいと思います。 

市長 「協働の学校づくり」との表現は、市の取組にふさわしいと思

います。 

阿部委員 社会科副読本作成事業につきまして、副読本は小学生だけでな

く、一般の方も読むことができるよう、インターネットに掲載

したり、簡略版を作成し配布していただくなどの工夫ができな

いかと思っております。 

市長 良い御提案だと思います。地域の歴史、文化などを副読本で子

供たちと学習することは、コミュニティ・スクールの取組にも

通じることがあると思います。 

教育長 コミュニティ・スクールは、地域や保護者の方々が当事者意識

を持って取り組まれるので、夢があります。地域の特色を生か

すためにも、伝統文化も学習活動に含まれていくことを期待し

ております。 

副読本につきましては、教育委員会に留まらず、総務、企画、

産業にも関わってくる施策であると思いますので、連携を図り

進めていくことになると思います。副読本は市の歴史ではない

ので、どこまで広げていくかは検討すべきですが、いつでも見

られるような工夫をすべきであると思いました。 

市長 次に、生涯学習課から説明お願いします。 

生涯学習課長 （資料に基づき説明） 

市長 生涯学習課の説明に対して、御質問等ございませんか。 

阿部委員 稲川体育館に暖房はついてますか。 

教育部長 ついておりません。 

阿部委員 稲川体育館の耐震補強工事と併せて、暖房設置を行っていただ

ければ、利用者が増えると思いますので御検討お願いします。 

教育部長 市内に暖房を常設している体育施設はありません。総合体育館

では可動式の暖房器を設置しております。検討していきたいと

思います。 
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後藤委員 佐竹南家御日記翻刻事業につきまして、発刊は２年に１巻のよ

うですが、最終の２６巻までたどり着けるよう、後継者を育成

してほしいと思います。 

市長 ２６巻まで発刊する予定ですか。 

生涯学習課長 その予定です。後継者の育成については、市内だけでなく、外

部の方にも広げる必要があるかと思っております。 

佐藤委員 歴史資料館整備検討事業につきまして、私も歴史資料館ができ

ることを楽しみにしております。社会科副読本と併せて、期待

しております。 

教育長 歴史資料館は、子供たちの学習の場となることを期待しており

ます。 

市長 旧湯沢市の時代から歴史資料館への要望をいただいておりま

す。市町村合併から十数年経ち、本市の歴史や文化にふさわし

い資料館が必要であると思っておりました。関係者からの陳情

も出され、議会でも採択いただいたところです。そのため、専

門家を入れた検討会を立ち上げて、検討を進めており、12月17

日には御提言をいただくことになっております。それを踏まえ

まして、資料館の内容、規模を鋭意検討し、建設に向かいたい

と思っております。資料館については観光客からの問い合わせ

もあると聞いておりますので、必要な施設だと思います。資料

館を建設することは、我々の責任であると思います。 

阿部委員 歴史資料に関連しまして、合併から十数年が経過することもあ

り、市史の編さんはどのように考えているか示してほしいで

す。 

市長 合併前の市町村の資料もあることから、編さんが必要だと思い

ますので、検討していきます。 

次に、子ども未来課から説明お願いします。 

子ども未来課長 （資料に基づき説明） 

市長 子ども未来課の説明に対して、御質問等ございませんか。 

後藤委員 病児保育業務委託事業につきまして、施設の対象が「生後８週

から小学６年生までの児童」となっておりますが、配置される
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職員は、保育士や教職の資格を持った方になるのでしょうか。 

子ども未来課長 看護師１名、保育士２名を配置します。 

後藤委員 小学生への学習支援は行われないのでしょうか。 

子ども未来課長 学習支援は予定しておりません。 

市長 一時的であり、長期的な保育ではありません。また、中核病院

内への病児保育の設置は県内２例目となります。共働きの家庭

の不安解消のための事業であり、預かりは短期間となります。 

佐藤委員 入所定員である６名は、要望に基づいて設定したのか、それと

も福祉保健部で決めたのですか。 

子ども未来課長 県内他市町村の先行例や需要を加味し、６名としました。 

阿部委員 事業費と財源の内訳を教えてください。 

子ども未来課長 事業費のほとんどは人件費で、財源は国からの補助金を活用し

ております。 

市長 その他、全体的に御意見等ございましたらお願いします。 

芳賀委員 自然災害への対応についてですが、近年、台風、雨、地震が多

く発生しており、例えば、学校敷地内に農業用水路がある、学

校の敷地が河川より低い位置にある、学校の近くに大木や老木

がある場合など、災害が発生した際に、これまでにない被害が

発生する可能性があります。被害想定のレベルを上げ、より安

全な教育環境を作る必要があると思います。 

また、国から矢継ぎ早に、外国語、道徳、ＩＴなど新しい学習

が示されてきております。１人の教員が全教科を担う小学校に

おいて、良質の教育を行うために、サポート体制を整える必要

があると思います。そのための人的配置について、国や県の対

応で不足する部分を市でカバーできるような配置をお願いしま

す。 

教育長 12月に行われる秋田県の市町村教育委員会連合会から県教育委

員会への要望の中に、教職員の配置も挙げられております。市

では独自に、かがやきサポーターや学習補助員、子ども読書活

動支援員を配置し効果が出てきているので、継続していきたい

と思います。 
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市長 人的配置については、県と連携を密に取り、対応していきま

す。様々な課題に対して、学校と友好な関わりを作り、学校を

運営していかなければならないと思います。適宜協議し、意見

交換の場を設けていかなければならないと思います。 

平成31年度の重点事業について、承認いただきたいと思いま

す。よろしいでしょうか。 

委員 異議なし。 

総務課長 その他に委員の皆様から何かございますか。 

委員 なし。 

総務課長 それでは、以上で湯沢市総合教育会議を閉会いたします。あり

がとうございました。 

 

＜閉   会＞ 


